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• 極地研が所有する多種多様な極域データ（宙空圏、気水
圏、地圏、生物圏）のメタデータ、及び、実データを統合的
に扱うことができ統合プラットフォームを開発する。

• 将来的にROISや全国の研究機関や大学の所有する幅

広い分野のデータへ展開するための手法・ノウハウを構
築し、オープンデータ、オープンサイエンスの促進に貢献
する。

1. AMIDERプロジェクトの目的 AMIDER



2. プロジェクトの体制
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• リーダー ： 田中（PEDSC）
• データ融合 ： 阿部（九大）
• システム開発 ： 梅村（名大ISEE）

→ 小財（PEDSC）
• メタデータキュレーション： 齊藤（極地研情報図書）

データ融合アル
ゴリズム開発

システム開発

阿部
（＋外部研究者）

小財
（＋外注業者）

メタデータ作成・
キュレーション

齊藤
（協力：PEDSC）

外部アドバイザー
• 新堀（名大）
• 南山（NII）
• 中野（統数研）

検証・
フィードバック

協力機関

（高等専門学校、
大学、研究所）

共同研究

AMIDER



3. 統合データサイエンスプラットフォームの概要
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データ提供者
（NIPRデータPI）

ドメインDB

• IUGONET

•ADS

•….

実データ

メタデータ作成
実データ標準化
（CDF, NetCDF,...）

メタデータ

実データ
メタデータ

実データ

メタデータ

実データ
• ASCII

• CDF

• NetCDF

カタログ
•可視化画像
• メタデータ

データの
相関情報

ユーザ
（研究者、
一般市民）

メタデータ
DB構築

ファイル変換
→ ASCII

可視化
カタログ表示

統合データサイエンス
プラットフォーム

リポジトリ
（NII）

実データ

新たな知見
（相関情報）

実データ

データ融合計算

異分野データ間の関連性の導出

未知の現象の発見
新しい学術分野の

創出へ

AMIDER
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AMIDERトップページ（日本語版） https://amider.jp

異分野データを
同一システムで
管理。

日・英両言語に
対応。

4. 統合データサイエンスプラットフォームの現状
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• 異分野データをまとめて検索、表示することができる統合プラットフォームを構築。

• キーワードやカテゴリ検索で異種データを抽出することで、隣接分野データへの接続を促す。

• データの登録数、利用数を統計・可視化し、データPIに提供（インセンティブの提供）。

検索機能（日本語版）

日本語、英語による
フリーワード検索

検索結果の画像表示

4. 統合データサイエンスプラットフォームの現状
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• メタデータフォーマットとしてISO19139、
SPASEを採用し、ドメインのサイエンス情報
を保持。

• AMIDER独自のメタデータを追加可能。

メタデータ表示機能（日本語版）

日本語、英語による
分野特有メタデータ
の表示

データの用途など、
AMIDER独自のメタ
データの追加。

4. 統合データサイエンスプラットフォームの現状
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実データを、CDF、
NetCDF、GCMD準
拠ASCII等の機械可
読のフォーマットで公
開。

QLプロットの表示機
能。

解析の強化（データ融合Ⅰ）

• 実データを、分野標準フォーマット and/or 機械可読フォーマット（CDF、NetCDF、GCMD準拠
ASCII）で公開し、解析へ誘導。

• 上記実データをASCIIフォーマット変換・ダウンロードする機能を実装。

• QLプロットを自動生成、並べて表示し、現象の発見を支援。

ASCII形式への変換
・ダウンロード機能。

4. 統合データサイエンスプラットフォームの現状
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4. 統合データサイエンスプラットフォームの現状

時間連続 vs 時間連続
• 解析の強化、データ駆動型科学の創出（データ融合）Ⅱ

成分vs成分

データ融合計算結果の例：

異なる分野のデータを
比較し、分野を跨いだ
新しい発見を支援する。

AMIDER

南極で取得された各隕石の
バルク成分データの関連性
の表示

• 互いのデータの関連性の分かり易く表示する方法
を検討中。

• 異種データに相関計算を適用するためのデータの
前処理の一般化・標準化が課題。
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4. 統合データサイエンスプラットフォームの現状

公開に向けての改良・開発

ユーザインターフェース（UI）の改良

• 実験的に実装したユーザアカウント登録等の機能は、公開後の管理コストが大
きいため、長期安定運用に適したUIに改良を行う。

• 一般市民を主な対象としてデータの説明等を大幅に簡略化したため、研究者の
ニーズに寄せた表示に修正を行う。

実装が遅れている機能の開発
• データの一括ダウンロード
• 可視化データの作成・表示
• 関連の高いデータの表示

→ 今年度中の完成に向けて、開発中。

AMIDER
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分野 データ種 実データ数 フォーマット メタデータ数 フォーマット

宙空

オーロラ 33 CDF, JPEG 33 SPASE

地磁気 24 CDF 24 SPASE

レーダー等 8 CDF 8 SPASE

気水

昭和基地気水モニタリングデータ 4 NetCDF 4 ISO19139

スバールバル気水モニタリングデータ 4(*) NetCDF 4 ISO19139

氷床コア 18(*) 未定 18 ISO19139

その他 9(*) 未定 9 ISO19139

地圏

地震データ 6（変換中） CDF 6 SPASE

インフラサウンド 16（変換中） CDF 16 SPASE

磁場・重力 19(*) CDF 19 ISO19139

隕石バルク成分 1168 ASCII 1168 ISO19139

隕石標本 10563 ISO19139

生物

宗谷海岸露岩域気象データ 27 NetCDF 27 ISO19139

海洋観測データ (*) NetCDF 4 ISO19139

スバールバル環境データ (*) NetCDF 8 ISO19139

生物標本 2678 ISO19139

合計 1,309 14,575

実データ、メタデータ作成数

• PIに個別にインタビューを行い、適切なフォーマット、公開方法を検討。

• 実データは、分野標準のCDF、NetCDF、及び、GCMD準拠ASCII等の機械可読フォーマットで公開。

• メタデータは、キュレーションチームがフォーマットを提案。

(*): 2021年度後半に作成予定。

プロモーション、データ掘り起し（PEDSCとの連携）

4. 統合データサイエンスプラットフォームの現状

実データのファイルフォーマットの
標準化は高コスト
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NII-RCOSとの連携

バージョン管理

データのプレビュー画像

ファイルのダウンロード

利用統計

ランディング
ページURL
（DOIも可）

• 2020年度から「次期JAIRO Cloud実証実験」に参加。

• 極地研のデータを次期JAIRO Cloudで公開する試みを開始している。

隕石成分データの例

4. 統合データサイエンスプラットフォームの現状
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5. まとめ

• 極域データに代表される多様な異種データを統合的に扱えるプラット
フォームのベースが完成しつつある。

• UIの改良や、実装が遅れている機能（データ一括ダウンロード、可視
化データ表示、関連データ表示）の実装を行い、今年度中のシステム
の完成を目指す。

• 極地研の多様なデータの実データ公開とメタデータの付与を継続す
る。

今後の展望

• 2022年度中にROIS内公開を経て、できるだけ早い時期に一般に公
開する。

• ROIS-DS共同研究を通じて、本研究で構築したシステム、手法、ノウ
ハウをROIS-DSの各センターや他大学・研究機関が所有する多様な
データに適用する。


